
8 

（資料１） 



9 



10 



11 



12 



13 



14 



15 



・その理由として、「初めての派遣」、「活動のイメージが湧かない」、「任務上のプレッシャ

ー」、「持っている専門知識と活動内容の乖離」などが挙がった。 

・事前の情報不足は不安に繋がると思われることから、派遣元と派遣先の情報共有、コミュニ

ケーションを取り合うことが大切と考える。

・応援活動の準備から終了後まで、それぞれの段階における不安やストレスへの対処法（自

己管理、チームとしての対応、所属の支援等）について、DHEAT研修で取り上げることが必

要である。 

図 11 活動開始にあたり不安感の有無 

「あった」具体的内容 

職種 内容 

医師 

県としても初めて、自身としても初めての派遣だったため、県を背負って派遣され

ることや求められることに答えられるか、重圧と不安を感じた。 

始めての派遣で全てのことが不安だった。 

初めての派遣だったので、役割を果たすことができるのか。 

現地での活動内容が定まっていなかったこと。 

保健師 

DHEAT研修未受講のため、実際にどのような動きをすればよいか不安に感じ、

活動も手探り状態だった。 

研修と違ったこと。情報収集を自ら現地でする必要があったこと。 

初めての派遣だったため、身の安全や飲食、トイレ等基本的なことから不安だっ

た。 

前陣からの引継ぎ事項があったが、自分たちより後陣の派遣予定が未定であ

り、先を見据えた支援の方向性に不安を感じた（地元自治体へ引き継ぐまでを支

援するのか、後陣の�DHEAT としての役割を整理しておくのか等） 。
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